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厚生労働省 平成 24年度 喀痰吸引等指導者講習 

演習資料 

 

演習の進め方 

【目的】 

喀痰吸引等指導者講習（第一号、第二号研修指導者）の講師としての  

役割及び効果的な指導方法について演習を通して理解を深めます。 

 

【演習の方法】 

１）メンバーの役割設定 （本演習は 1 グループ５名～７名） 

A：介護職員役 

・シミュレータでの演習２回目。 

・第１回目の実施時には、緊張し手順が複数抜けてしまった状況、また

は実施方法が丌適切であった状況。今回も緊張している設定でケアを

実施して下さい。 

B：指導者役 

・介護職員役のシミュレータ演習の指導を実施します。 

・「指導者評価票」に評価を記録します。 

C：指導者の助言者役 

・必要時、B の指導者に助言をします。 

・「指導者評価票」に評価を記録します。 

D：利用者役 

・介護職員役が利用者に説明する場面で、『利用者としての受け答え』

をします。 

E、F、G：全体の進行管理者 

・講義と演習の関係、演習環境、必要器材、演習時間などについて必要

に応じて対応し、気づいた点をメモします。 

＊受講番号の早い順に A～G として下さい。（各グループの状況で変更

いただいてもかまいません） 
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２）演習の内容（おおよその実施時間） 

 

(１) 演習の進め方についての講義（説明１０分） 

 

(２)「１）メンバーの役割」をもとに、演習を実施します。（演習５０分） 

 

① テーブル（又はベッド）の配置器材の確認 

② A の介護職員役の方は、ケアを実施し、「介護職員評価票」に自己

評価の結果を記録して下さい。 

③ B の指導者役の方は、介護職員のケアの実施の指導を実施し、「指

導者評価票」に評価結果を記録して下さい。 

C の指導者の助言者役の方も、「指導者評価票」に評価結果を記録

して下さい。 

④ E、F、G の全体の進行管理者の方は、今後、研修事業で実際に演習

を実施するに当たって気づいた点等を記載して下さい。 

＊初回の演習では、メンバー全員で、指導・評価の一通りの流れを

確認するため、E～G のうち、いずれかの方が「評価票の項目（実

施手順）」を読み上げ、それに従って A.介護職員役の人が手順通

りに実施して下さい。 

＊複数回実施するなかで、役割を交代して指導及び評価を実施して

下さい。 

 

(３)まとめ・質疑応答（確認１０分） 

 

◎それぞれの役割を通じて、「講師」として、以下の点を確認しながら実施して下さい 
 

 
 

 

○介護職員の演習指導にあたって、どのような点に留意が必要か。 

（事前の指導者の準備、実際の演習指導場面での留意点） 

○指導及び評価の実施と、評価結果の介護職員へのフィードバック

を行うにあたり、どのような点に留意が必要か。 

○演習環境を整備する上で、どのような点に留意が必要か。 
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「基本研修演習（シミュレーター演習）」計画づくりのためのメモ（指導者用） 

１．演習の準備 ○講義との関係 

 ＊演習の前に終了している講義は何か。 

 

 

○受講者の状況の把握 

 ＊受講者の所属している施設、これまでたんの吸引等が必要な利用者

に接した経験等をどのように把握するか。 

 

 

○演習のグループ 

 ＊グループの人数は何人くらいを想定するか。 

 

 

○器材等 

 ＊実際の演習を実施する上で、さらに準備が必要なものは何か。 

 

 

○講師間の打ち合わせ 

 ＊評価の均一化を図るために、どのような工夫が考えられるか。 

 

２．演習の実施 ○演習前の説明 

 ＊目的・目標の確認、修了要件の事前説明の方法。 

 

 

○デモンストレーション 

＊効果的に実施するためにどのような工夫が必要か。 

 

 

○進め方 

 ＊グループでのそれぞれの役割をどのように設定するか。 

 ＊各回の指導・評価をどのように行うか。 

＊評価結果をどのようにフィードバックするか。受講者の自己評価を

どのように把握するか。 

 ＊修得に時間を要する場合にどのように対応するか。 

 

３．その他 ・自己学習の場をどのように設定するか。 

 

 


